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当
院
で
治
療
を
受
け
ら
れ
た
方
な
ら
経
験
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、﹁
吸
い
玉
﹂
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
　

吸
い
玉
と
は
？

　

歴
史
は
古
く
、
数
千
年
前
も
の
昔
か
ら
中
国
、
エ
ジ

プ
ト
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
各
地
で
健
康
維
持
の
方
法

と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
治
療
方
法
で
す
。

吸
玉
、
吸
角
、
吸
圧
、
拔
罐
、
カ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
と
呼

ば
れ
、
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
陶
器
の
カ
ッ
プ
状

の
中
器
具
を
ポ
ン
プ
や
火
な
ど
で
陰
圧
吸
引
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
期
待
す
る
治
療
方
法
で
す
。

カ
ッ
プ
で
皮
膚
を
陰
圧
吸
引
し
て
置
い
て
お
く
方
法
が

一
般
的
で
す
が
、
柔
ら
か
い
シ
リ
コ
ン
製
の
カ
ッ
プ
を

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
使
っ
た
り
、
刺
絡
療
法
と
併
せ
て
使

用
し
た
り
も
し
ま
す
。

　
　

作
用
と
効
能

　

東
洋
医
学
的
に
は
、
背
部
や
手
足
に
あ
る
五
臓
六
腑

に
影
響
す
る
経
絡
経
穴
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、
気

血
の
巡
り
を
改
善
し
、
五
臓
六
腑
の
働
き
を
高
め
る
こ

と
で
自
己
治
癒
力
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
滞
っ
た
血

︵
瘀
血
︶
に
よ
る
様
々
な
症
状
を
改
善
す
る
駆
瘀
血
療

法
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
医
学
的
に
は
、
体
表
の
皮
膚
を
持
ち
上
げ
、
陰

圧
吸
引
を
す
る
こ
と
で
、
皮
膚
毛
細
血
管
が
拡
張
し
、

皮
膚
温
度
の
上
昇
や
血
球
成
分
の
活
発
な
循
環
活
動
に

よ
る
新
陳
代
謝
の
増
進
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、﹁
体

性
内
蔵
自
律
神
経
反
射
﹂
を
引
き
起
こ
し
、
神
経
系
・

免
疫
系
・
消
化
器
系
・
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
な
ど
に

作
用
し
、
循
環
機
能
改
善
、
筋
緊
張
緩
和
、
鎮
痛
、
自

律
神
経
機
能
の
改
善
な
ど
、
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
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吸
い
玉
療
法

陰
圧
吸
引
を
す
る
の
で
、
皮
膚
表
面
が
赤
黒
い
痕
が
つ

き
驚
か
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
１
週
間
も
す
る
と

き
れ
い
に
引
い
て
い
き
ま
す
。
慣
れ
な
い
内
は
痕
が

し
っ
か
り
と
つ
く
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
回
数
を
重

ね
、
循
環
が
良
く
な
る
と
強
く
吸
っ
て
も
殆
ど
つ
か
な

く
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
終
わ
っ
た
後
の
爽
快
感
に

病
み
つ
き
に
な
る
方
も…

。

　

ネ
ッ
ト
情
報
で
は
、﹁
こ
こ
の
痕
が
強
く
付
い
て
い

る
と
肝
臓
が
悪
い…

」﹁
吸
い
玉
を
す
る
と
毒
素
が
デ

ト
ッ
ク
ス
さ
れ
る
﹂
な
ど
、
根
拠
の
な
い
話
が
出
回
っ

て
お
り
、
信
憑
性
を
下
げ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
、

目
的
に
応
じ
て
適
切
な
背
術
を
行
え
ば
し
っ
か
り
と
効

果
の
出
せ
る
治
療
方
法
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
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①陰圧で皮膚が持ち上げられる

②皮膚毛細血管の拡張、筋と皮

　膚の間の隙間が広がる

③皮膚温度上昇、血液循環の増

　進、筋弛緩

④皮膚刺激を介して自律神経反

　射が起こる

⑤全身に影響が及ぶ

①陰圧で皮膚が持ち上げられる

②皮膚毛細血管の拡張、筋と皮

　膚の間の隙間が広がる

③皮膚温度上昇、血液循環の増

　進、筋弛緩

④皮膚刺激を介して自律神経反

　射が起こる

⑤全身に影響が及ぶ

第３子の誕生♡第３子の誕生♡
わが家に念願の第３子が誕生しました。
今回も、助産院での立会い出産ができまし
た。平時でも、妊娠期、出産は大変なこと
ですが、コロナ渦では色んな制約もあり、
気を使う日々でした。
家に帰ると「ミュウミュウ」と泣く赤ちゃ
んの声に迎えられ、おむつを替えたり、抱っ
こをしたりと癒されると同時に忙しい日々
が続いています。
子育てを通して貴重な体験をし、多くの事
を学ばせて貰っています。鍼灸師として、
父親として今後も成長していきたいです。


